
会     議     録 

会 議 の 名 称 第１回 深谷市公共施設適正配置計画検討委員会 

開 催 日 時 
平成２７年７月２９日（水） 

午後１時３０分開会・午後２時４５分閉会 

開 催 場 所 深谷公民館 ２階中会議室 

議 長 氏 名 栗原宏義 

出 席 者 氏 名 別紙のとおり 

会 

議 

事 

項 

１ 委員長・副委員長の選出 

２ 会議の公開についての協議 

３ 検討委員会の進め方、これまでの経過等についての報告 

会 議 の 経 過  

（議事の要旨） 
別紙のとおり 

会 

議 

資 

料 

・次第（Ａ４用紙 １枚） 

・資料１ 委員名簿（Ａ４用紙 １枚） 

・資料２ 深谷市公共施設適正配置計画検討委員会の公開について 

（Ａ４用紙 １枚） 

・資料３ 検討委員会設置要綱（Ａ４用紙 １枚） 

・資料４ 公共施設等総合管理計画策定の体系（Ａ４用紙 １枚） 

・資料５ 公共施設適正配置推進体制図（Ａ４用紙 １枚） 

・資料６ 深谷市公共施設適正配置基本方針（Ａ４冊子 １冊） 

・資料７ 深谷市公共施設白書（Ａ４冊子 １冊） 

・資料８ 開催日程及び協議概要（Ａ４用紙 １枚） 

 

そ
の
他
の
事
項 
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別紙 

 

（会議の経過） 

発 言 者 議題・発言内容（要旨）・決定事項 

司会 

 

司会 

 

 

 

小島市長 

 

司会 

 

 

司会 

委員長・副委員長 

 

 

委員長 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
委員 
 

事務局 

 

 

 

 

委員 

 

１開会 

 

２委員委嘱 

荒井 康子、池原 賢二 、岩﨑 行雄 、栗原  宏義 、 

 小池 良司 、小林 賢一郎 、清水  佳子 （敬称略） 

 

３あいさつ 

 
４委員紹介 

 

 

５委員長・副委員長選出とあいさつ 

 事務局一任の了承の後、委員長に栗原宏義委員、副委員長に岩﨑行雄委員

を推薦し、承認をいただいた。 

 

６議事 

○会議の公開について 

会議の公開（資料２）については、要綱に定めていないため、事前に公開

にあたっての取り決めについての案を提示し、協議。 

→会議について、原則公開とすることで決定（傍聴希望者なし）。 

 

○検討委員会の進め方等について 

・検討委員会の設置要綱（資料３）について 

・公共施設等総合管理計画策定の体系（資料４）について 

・「公共施設適正配置 推進体制図」（資料５）について 

・「深谷市 公共施設適正配置計画 検討委員会 開催日程及び協議概要」

（資料８）について 

 

上記内容をそれぞれ説明。 

 

 

●上記説明に対する質疑 

各施設の客観データの項目はどのようなものがあるのか。 

 

→管理者視点として、建物劣化度（経過年数、耐震診断の結果等）、健全性

（建物の法定点検（１２条点検）や消防設備点検の結果等）、経済性（光熱

水道費、ランニングコスト等の結果等）の３点。利用者視点として、快適性

（バリアフリー評価等）、利便性（人口密度、ハザードマップ等）、活用性

（利用率等）を使い総合的に判断している。 

 

１８０の施設すべてに対して分析を行っているのか。また、建設費等のデー

タもあるのか。 

→行っている。経過年数によっては、当初建設費が不明なものもあるが、事
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発 言 者 議題・発言内容（要旨）・決定事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

事務局 

 

 

委員 
 

事務局 
 

委員長 
 
 

事務局 

 

 

委員長 

 

 
 
 

事務局 

 

 

委員 

 
 

事務局 
 

 

 

 

 

務局で把握しているものは、提示します。 

 

 

○これまでの経過等について説明。 

平成２３年度の「深谷市公共施設適正配置方針策定プロジェクト・チーム」

を設立にはじまり、平成２４年１１月策定の「深谷市公共施設適正配置基本

方針」（資料６）、平成２６年３月策定の「深谷市公共施設白書」につい

て、策定経緯とその内容について説明。 

 

●質疑 

例えば、公民館などの施設について、廃止等の決定を今後行っていくことに

なると思うが、その議論はどこで行うのか？ 

 

→総合管理計画の中で、施設分類ごとに今後４０年程度の方針を記載するこ

ととなる。 

 

委託業者はどちらになりますか？ 

 

→ジャパンシステム株式会社 

 

計画を立てた後に、需要の変化により施設が不要となるといった、計画との

ズレが生じた場合は想定されないか？ 

 

→今後の需要や行政政策により、計画とのズレが生じてくることも当然想定

される。そのような場合は、その時の状況で見直し等柔軟に対応していく予

定。 

 

設置要綱第２条に所掌事務として、①公共施設の適正配置に関すること②そ

の他公共施設の在り方の検討に関し必要な事項に関することとあるが、一方

資料４には公共施設適正配置計画としてハコモノに対する短期の実行計画を

検討していくとの説明がなされたが、本会議の最終的なアウトプットのイメ

ージを再度、説明願いたい。 

 

 →総合管理計画は今後４０年程度のもの、適正配置計画は今後１０年の具体

的な行動計画となる。本会議では、この１０年の計画についてご意見、ご議

論をお願いしたい。 

 

次回以降の進行について、もう少し具体的に教えていただきたい。学校、公

民館といった施設分類毎又は地区毎といった形で議論していくのか？ 

 

→第２回で、客観データを示します。そのデータに基づいて、全体としてど

れくらいのスリム化が図れるかといった具体的な数値目標を示していく予

定。モデル地区については、地区全体として、それ以外は、施設毎あるいは

施設分類ごとの議論となります。 
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発 言 者 議題・発言内容（要旨）・決定事項 

 

委員 

 

 
事務局 

 

 

 

司会 

 

 

 

     

 

ソフト面（施設毎のコスト面の分析等）ではなく、ハード面（施設機能）を

中心に議論するということでよいのか？ 

 

→適正配置となるので、ハード面を中心に議論をお願いしたいと考えている

が、運営面において市民協働や官民連携、指定管理などについても併せてご

意見は伺ってまいりたい。 

 

７その他 

次回の会議日程について  

８月２６日 水曜日 午前１０時から 市役所（本庁舎）３階（議会）委員会室

にて開催。 
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別紙 

 

第１回 深谷市公共施設適正配置計画検討委員会 出席者名簿 

 

 

【出 席 者】 

 

深谷市公共施設適正配置計画検討委員会委員 

 

荒井 康子 

池原 賢二 

岩﨑 行雄 

栗原 宏義 

小池 良司 

小林 賢一郎 

清水 佳子 

 

 

事務局 

 

新井 進（企画財政部部長） 

飯野 勇人（企画財政部次長） 

田嶋 英生（企画財政部公共施設改革推進室室長） 

穐山 光昌（企画財政部公共施設改革推進室室長補佐） 

玉井 一平（企画財政部公共施設改革推進室公共施設改革推進係長） 

金井 博（企画財政部公共施設改革推進室新庁舎整備係長） 

羽二生 直之（企画財政部公共施設改革推進室） 

冨田 佐知子（企画財政部公共施設改革推進室） 

長澤 玲（企画財政部公共施設改革推進室） 

 

 

 

 

 

 

 

 


